
 イタリア、イランが韓国の感染者数を抜いている。韓国は第
4位なので、多数の感染者がいるが、かなり良く抑制してい
る。第5～7位に、フランス、スペイン、アメリカが入ってい
る。日本は8位である。WHO事務総長は、中国以外で、イタ
リア、イラン、フランス、アメリカの増加に対する懸念をな
ぜかコメントしていない。桁違いに中国が多いことも強調し
ていない。

米国の死亡率が激減しているのが目立つが、3/4の時点では、感染者数65の内60名程度が武漢からとクルーズ船からの帰国者だっ
たので、ハイリスクの感染者だったので特に高い死亡率になっていたものと推定される。3/7についてもその影響が続いていたも
のと推定される。
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感染者数の推定は、粗いものである。3/4時点での韓国の死亡
率が（広く検査をして、死亡率が低いので）少しは潜在的な死
亡率を反映している可能性が高いと推論し、各国の死亡者数を
韓国の死亡率で除した。すなわち、潜在的には同じ死亡率と仮
定し、各国の死者の背景に一定の感染者がいると推定しての値
である。本来、医療水準等で死亡率は変化するので、粗い推定
である。ただし、検査の運用が国ごとで異なるため、死亡数か
らの推定の方が、報告されている感染者数よりも実態に近いと
考えた。
　中国で、あくまで推定であるが50万人程度の感染者がいる
可能性と、なぜか推定感染者数が減少しているという他の国と
は明らかに異なる推移が推定される。
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 3/10の感染者数は、イタリア、イランが韓国の感染者数を抜いている。
韓国は第4位なので、多数の感染者がいるが、増加は1.3倍とかなり良く
抑制している。第5～7位が問題で、フランス6.2倍、スペイン8倍、アメ
リカ11倍と激増している。日本は8位で、1.8倍なので、確かに増えてい
るが、ある程度踏ん張っているという専門家会議のコメントは納得でき
る。
 問題なのは、中国で、倍率で言うと1倍、これでは分からないので、3月
4日を100とする指数にすると、一週間で、100.46となり、感染者が微
増でしかない。それが正しいとしたら収束に向かっていることを示してい
る。3/10で80778人とされているが恐らくもっと多く、国土も大きく、
人口も多い国で、春節のときに武漢から各地に大量の人口が移動・拡散し
たのにもかかわらず、WHOに届けている累積感染者数が増えていないの
は、正直言って解せない。押さえ込みに成功していたとしても韓国の1.3
倍になっていれば上等だと推察される。すでに、企業も仕事を再開してい
るらしく、濃厚接触の機会が増えるので、感染者は急増することも懸念さ
れる。中国では押さえ込みに成功したのは共産党独裁で上手くコントロー
ルされたのだという論調があるそうだが、もし感染爆発したらどうなるの
か心配である。
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